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論 文 内 容 の 要 旨 
イラン北部のジョルファ地域および北西部のアルボルツ地域にはパレオテチス海で形成されたペルム系が広
く分布する。それらの岩相層序学的研究や有孔虫化石による生層序学的研究等が実施されてきたが、放散虫化
石に関する研究は皆無であった。本研究は、イランのペルム紀放散虫化石に関する最初の成果である。 
 本研究において、アルボルツ地域の２つのセクションとジョルファ地域の５つのセクションを対象として、
ペルム系の岩相層序学的研究および放散虫化石と有孔虫化石を用いた生層序学的研究を行なった。その結果、
次の諸点が明らかになった。 
 アルボルツ地域では、ペルム系ルテ層からLatentifistula? sp.A, Orbiculiforma? sp.A等の10種のペルム
紀放散虫化石が摘出された。これらの放散虫化石産出層準は、有孔虫化石の Schubertella-Mesoschubertella
群集帯・Dunbarula-Neoschwagerina群集帯およびN oe dothyra-Globivalvulina群集帯に対比され、アーティ
ンスキアン世―ムルガビアン世を指示する。ジョルファ地域では、上部ペルム系ジョルファ層から Ampulla 
tubulata, Copiellintra fonta ei, Entactinia?sp.A, Orbiculiforma? sp.A, Raciditor?sp.等の15種の放
散虫化石が摘出された。これらの放散虫化石産出層準は、有孔虫化石のCodonofusiella-Reichelina帯に対比
され、ジュルフィアン世前期を指示する。 
 さらにこれらの産出層準は、中国・日本・極東域・北米等のペルム系放散虫化石帯との対比も可能となった。 
 イラン北部－北西部のペルム系からの放散虫化石は、同時代のパレオテチス東部地域（南中国等）や日本の
放散虫化石群集と比較することによって、大陸縁辺域の浅海生プランクトンフォーナとしての特徴を示すこと
が明らかになった。 
論 文 審 査 の 結 果 の要 旨 
地球史の古生代後期において、パンゲア超大陸に対してパレオテチス海が東から西へ湾入し、パレオテチス
海の南縁部はイランプレート上に広がっていたという古地理学的復元が一般化している。しかし、パレオテチ
ス海南縁部の実態はそれほど明らかでない。イランプレート北縁部を代表するイラン北部地域の上部古生界の
研究によって、パレオテチス海南縁部の変遷史が明らかになると期待される。 
 本論文の著者は、イラン北部のアルボルツ地域と北西部のジョルファ地域に広く分布する上部古生界の野外
地質調査を基本とし、とくにペルム系の７つの連続層序断面における岩相層序学的研究と微化石（有孔虫・放
散虫化石）層序学的・古生物学的研究を重点的に実施した。 
その結果、次の諸点を明らかにした。（1）アルボルツ地域のペルム系は下位からドルド層・ルテ層・ネサン
 －379－
 －380－
層に３区分され、ジョルファ地域のペルム系は下位からジョルファ層・アリバシ層に２区分される。これら各
層は、いずれも砕屑岩を一部伴う石灰岩層で特徴づけられ、堆積相・化右相から浅海成層と判断される。（2）
ペルム系の年代は、化石（主として有孔虫化右）にもとづけばアーティンスキアン（ペルム紀古世中期）から
ドラシャミアン（ペルム紀新世後期）である。（3）ルテ層の第２-３部層と第５部層、およびジョルファ層のセ
ルゴルド部層とシャマル部層のチャート薄層・ノジュールには多様性の低い放散虫化石群集が含まれ、浅海を
特徴づける群集と判断される。 
 以上の層序学的・古生物学的検討結果から、アルボルツ地域とジョルファ地域は異なるテレーンに属するの
ではなく、同一テレーンの側方関係にあると考察している。さらに、放散虫化石群集を東アジアのパレオテチ
ス海域群集、日本や北米のパンサラッサ海域群集と比較し、ペルム紀における古生物地理学的特異性を考察し
ている。 
 本論文で明らかにされた検討結果と考察内容は、パレオテチス海南縁域におけるペルム系形成の実態とペル
ム紀微化石群集特性に新しい成果を加えるものであり、層序学・古生物学の分野に大きく貢献するものである。
よって、本論文は博士（理学）の学位授与に値するものと審査した。 
 
